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開
設
30
年
記
念
学
術
講
演
会
・
祝
賀
会
を
開
催

硬
組
織
研
究
の
進
展
に
寄
与
し
た
業
績
を
振
り
返
る

　

松
本
歯
科
大
学
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
は
、
今
年
で
開
設
30
年
を
迎
え
、

そ
れ
を
記
念
し
て
学
術
講
演
会
が
３
月
10
日
（
日
）、
本
館
７
階
講
堂
で
開
催

さ
れ
た
。
全
国
か
ら
硬
組
織
研
究
に
携
わ
る
関
係
者
約
１
５
０
人
が
参
集
し
、

本
研
究
所
が
硬
組
織
研
究
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
そ
の
業
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
研
究
を
牽
引
し
た
高
橋
直
之
研
究
所

長
に
対
し
て
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

松
本
歯
科
大
学
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
は
、

１
９
８
９
年
11
月
に
開
設
（
生
体
材
料
開
発

部
門
）
さ
れ
、
２
０
０
２
年
４
月
に
は
松
本

歯
科
大
学
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
の
基
盤

組
織
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
く
全
面
的
に
改

組
し
、
11
の
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
る
研

究
部
門
「
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
部
門
」

「
顎
口
腔
機
能
制
御
学
部
門
」「
健
康
増
進
口

腔
科
学
部
門
」
を
新
設
し
た
。
そ
の
際
、
動

物
実
験
施
設
と
電
子
顕
微
鏡
室
を
備
え
た
ハ

イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
を
研
究
所
の
付
属
施
設
と

し
て
併
設
し
、
今
日
ま
で
世
界
に
誇
れ
る
研

究
成
果
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

　

研
究
所
開
設
30
年
記
念
学
術
講
演
会
は
、

アメリカンフットボール部
わずか 7人の部員で優勝果たす
第51回全日本歯科学生総合体育大会

　

私
た
ち
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部Reindeers

は
３
月
７
日（
木
）、

岐
阜
県
の
朝
日
大
学
で
行
わ
れ
た
第

51
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体
育
大

会
・
冬
期
大
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
門
に
お
い
て
、
接
戦
を
制

し
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
朝
日
大
学
の
主
管
に
よ

り
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

明
海
大
学
歯
学
部
や
日
本
大
学
松
戸

歯
学
部
が
追
試
験
日
程
と
重
な
り
、

日
本
歯
科
大
学
は
分
担
金
等
の
調
整

不
具
合
に
よ
り
欠
席
と
い
う
事
情
に

よ
り
、
本
学
と
朝
日
大
学
の
２
校
で

の
決
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

ボ
ー
ル
を
進
め
て
陣

地
を
獲
得
し
て
い
く

『
陣
取
り
合
戦
』
で

す
。
１
チ
ー
ム
11
人

で
行
わ
れ
ま
す
が
、

歯
学
部
生
の
競
技
人

口
の
減
少
に
よ
り
歯

学
体
で
は
７
人
制
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
オ
フ
ェ
ン

ス
チ
ー
ム
と
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
お
り
、
選
手

が
い
つ
で
も
交
代
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
本
学
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
選
手
部
員
数
が
７

人
の
み
の
た
め
、
全

員
が
オ
フ
ェ
ン
ス
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

も
担
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
対
戦
相
手
の
朝

日
大
学
の
選
手
は
総
勢
25
人
で
、
攻

守
交
代
す
る
ご
と
に
ス
タ
ミ
ナ
が
十

分
な
選
手
を
投
入
し
て
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
第
３
ク
ォ
ー
タ
ー
ま
で
お

互
い
に
一
歩
も
譲
ら
ず
、
無
得
点
で

迎
え
た
第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
で
ス
コ
ア

が
動
き
ま
し
た
。
Ｑ
Ｂ
（
ク
ォ
ー
タ

ー
バ
ッ
ク
）
の
森
田
智
史
君
（
第
３

学
年
）
か
ら
Ｗ
Ｒ
（
ワ
イ
ド
レ
シ
ー

バ
ー
）
の
小
野 

光
君
（
第
２
学
年
）

へ
の
パ
ス
が
見
事
に
通
っ
て
タ
ッ
チ

ダ
ウ
ン
を
奪
い
、
さ
ら
に
武
政
凌
正

君
（
第
４
学
年
）
の
Ｆ
Ｇ
（
フ
ィ
ー

ル
ド
ゴ
ー
ル
）
で
１
点
を
追
加
し
、

７
対
０
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
校
は
２
校
で
あ
っ
た
も
の
の
、

わ
れ
わ
れ
の
３
倍
以
上
も
の
選
手
を

擁
す
る
層
の
厚
い
チ
ー
ム
を
相
手
に

個
々
の
実
力
を
生
か
す
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
で

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
練
習
を
積
み
、
部
員
獲
得

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部　

主
将　

第
４
学
年　

関
谷
太
希
）

優勝を喜ぶアメフト部員たち

小
澤
英
浩
名
誉
教
授
（
初
代
総

合
歯
科
医
学
研
究
所
長
）
か
ら

開
会
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
４

つ
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
埼
玉
医
科
大
学
ゲ
ノ

ム
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
片
桐

岳
信
教
授
は
『
骨
を
研
究
す
る

こ
と
』
と
題
し
、
骨
芽
細
胞
研

究
か
ら
、
進
行
性
骨
化
性
線
維

異
形
成
症
（
Ｆ
Ｏ
Ｐ
）
治
療
薬

の
開
発
に
至
る
ま
で
の
研
究
成

果
を
講
演
さ
れ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
東
京
大
学
医

学
部
整
形
外
科
学
講
座
の
田
中 

栄
教
授
は
『
関
節
リ
ウ
マ
チ
に

お
け
る
骨
破
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

RANKL

を
標
的
に
し
た
治
療
戦
略
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
抗RANKL

中
和
抗
体
が
骨
粗そ

し
ょ
う鬆

症
治
療
薬
の
み

な
ら
ず
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
骨
び
ら

ん
進
行
防
止
に
効
果
的
な
薬
剤
で
あ

る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
学
士
院
会
員
の
須

田
立
雄
先
生
は
、『
医
歯
二
元
論
か

ら
出
発
し
た
歯
科
医
学（
歯
科
医
療
）

の
歴
史
と
将
来
展
望
』
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
、
過
去
の
歴
史
か
ら
今
後
の

日
本
に
お
け
る
歯
科
医
学
の
発
展
の

展
望
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

講
演
の
中
で
須
田
先
生
は
、「
１
９

８
０
年
以
降
、
歯
学
研
究
の
対
象
は

″
歯
”か
ら″
骨
”へ
と
移
り
ま
し
た
。

松
本
歯
科
大
学
総
合
歯
科
医
学
研
究

所
の
高
橋
先
生
た
ち
が
考
案
し
た
破

骨
細
胞
をin vitro

で
形
成
さ
せ
る

骨
芽
細
胞
と
骨
髄
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

の
共
存
培
養
系
の
確
立
は
、
そ
の
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
と
な
り
、
そ
し
て
２

０
０
５
年
以
降
、
松
本
歯
科
大
学
は

世
界
の
骨
代
謝
研
究
の
メ
ッ
カ
と
な

っ
た
の
で
す
」
と
語
り
、
そ
の
業
績

を
称
え
ら
れ
た
。

　

最
後
に
本
学
総
合
歯
科
医
学
研
究

所
長
の
高
橋
教
授
は
、『
破
骨
細
胞
生

物
学
の
歴
史 

―RANKL

発
見
ま
で

を
振
り
返
る
―
』
と
し
て
、
30
年
以

上
に
わ
た
る
破
骨
細
胞
研
究
を
総
括

し
た
。

　

高
橋
教
授
は
、「
破
骨
細
胞
の
研

究
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
を
立

て
て
実
験
を
遂
行
し
て
き
た
が
、
多

く
の
場
合
は
期
待
通
り
で
な
く
失
敗

だ
っ
た
」
と
話
し
、
そ
の
失
敗
か
ら

よ
り
魅
力
的
な
仮
説
が
浮
か
ん
だ
時

の
喜
び
は
格
別
で
、「
研
究
」
と
い

う
仕
事
の
醍
醐
味
を
十
分
に
味
わ
っ

て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

ま
た
、「
科
学
は
研
究
者
を
平
等
に

扱
い
、
国
際
人
に
育
て
、
連
帯
の
重

要
性
を
教
え
て
く
れ
る
。
科
学
は
、

人
生
を
か
け
る
に
値
す
る
仕
事
で
す
」

と
持
論
を
述
べ
た
。

　

講
演
後
は
、
本
学
学
生
ラ
ウ
ン
ジ

に
参
加
者
を
迎
え
、
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た
。
成
人
病
診
療
研
究
所
長
の

白
木
正
孝
先
生
お
よ
び
、
東
京
大
学

医
学
部
免
疫
学
講
座
の
高
柳 

広
教
授

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
本
学
の
川

原
一
祐
学
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
以
前
に
本
学
で
研
究
に
従
事
し

て
い
た
多
く
の
大
学
院
生
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
、
旧
交
を
温
め
た
。

　

な
お
、
研
究
所
開
設
30
年
を
記
念

し
て
『
破
骨
細
胞
に
魅
了
さ
れ
て
―

RANKL

発
見
に
至
る
破
骨
細
胞
研

究
を
振
り
返
る
』
と
題
す
る
記
念
誌

が
刊
行
さ
れ
、
参
加
者
に
贈
呈
さ
れ

た
。RANKL

発
見
に
至
る
破
骨

細
胞
研
究
の
歴
史
お
よ
び
本
研
究
所

に
所
縁
の
あ
る
研
究
者
の
手
記
が
綴

ら
れ
、
破
骨
細
胞
を
理
解
す
る
一
助

と
な
る
よ
う
編
集
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
学
術
講
演
会
の
開
催
を
基

盤
と
し
て
、
総
合
歯
科
医
学
研
究
所

に
お
け
る
基
礎
お
よ
び
臨
床
的
ト
ラ

ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
研
究
を
さ
ら

に
進
展
さ
せ
、
松
本
歯
科
大
学
の
将

来
的
発
展
に
期
待
し
た
い
。

「歯科医学（歯科医療）の歴史と将来展望」について講演する須田先生

祝賀会で参加者と歓談する高橋研究所長
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総合歯科医学研究所開設30年を祝す



　

ギ
リ
シ
ャ
軍
が
総
退
却
し
た
と
信

じ
た
ト
ロ
イ
ア
の
人
び
と
は
、
城
内

に
引
き
入
れ
た
巨
大
な
木
馬
を
囲
ん

で
祝
杯
を
挙
げ
た
。
十
年
を
超
え
る

長
く
苦
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
。
す
べ

て
の
者
が
歓
喜
し
て
勝
利
の
う
ま
酒

の
量
を
過
ご
し
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ

と
こ
ろ
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
酔
い
痴
れ
た
彼
ら
が

泥
の
よ
う
に
眠
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

そ
の
夜
更
け
、
木
馬
の
腹
が
音
も
な

く
開
い
た
。
闇
に
紛
れ
て
、
完
全
武

装
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
戦
士
た
ち
が
出

て
来
た
の
で
あ
る
。

　

数
人
が
城
門
に
駆
け
寄
っ
て
開
門

の
準
備
を
し
、
一
人
は
望
楼
に
登
っ

て
点
火
し
た
松
明
を
打
ち
振
っ
た
。

そ
の
合
図
に
応
え
て
遥
か
彼
方
の
島

影
に
隠
れ
て
い
た
大
船
団
が
姿
を
現

し
、
急
い
で
接
岸
す
る
と
、
巨
大
な

軍
勢
が
上
陸
し
て
き
た
。

　

い
か
に
堅
固
な
城
門
で
も
、
内
側

か
ら
か
ん
ぬ
き
を
外
さ
れ
て
は
堪
ら

な
い
。
城
内
に
な
だ
れ
込
ん
だ
ギ
リ

シ
ャ
軍
は
、
ほ
し
い
ま
ま
に
殺
戮
を

続
け
た
。
パ
リ
ス
を
先
頭
に
し
た
ト

ロ
イ
ア
軍
の
戦
士
た
ち
は
、
十
分
な

武
器
や
防
具
も
付
け
な
い
ま
ま
果
敢

に
戦
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に

全
滅
し
、
無
抵
抗
な
市
民
た
ち
も
容

赦
な
く
殺
さ
れ
た
。
ゼ
ウ
ス
の
神
殿

に
避
難
し
た
老
王
プ
リ
ア
モ
ス
は
、

ア
キ
レ
ウ
ス
の
息
子
ネ
オ
プ
ト
レ
モ

ス
の
手
に
か
か
っ
て
無
残
な
最
期
を

遂
げ
た
（
図
１
）。
ヘ
ク
ト
ル
の
幼

い
遺
児
は
母
の
手
か
ら
奪
い
取
ら
れ

て
、
城
壁
か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
た
。

　

女
た
ち
に
も
悲
惨
な
運
命
が
襲
い

か
か
っ
て
い
た
。
多
く
の
者
が
乱
暴

な
凌
辱
を
加
え
ら
れ
た
。
王
女
カ
ッ

サ
ン
ド
ラ
は
ア
テ
ナ
の
神
殿
に

逃
げ
込
ん
だ
が
、
縋
り
つ
い
た
女

神
像
の
前
で
ギ
リ
シ
ャ
の
小
ア
イ

ア
ス
に
捕
ら
え
ら
れ
強
姦
さ
れ
た

（
図
２
）。
彼
女
は
そ
の
後
も
総
大

将
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
妾
と
し
て
ミ

ケ
ー
ネ
に
連
行
さ
れ
、
そ
こ
で
殺

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
ヘ

レ
ネ
は
、
パ
リ
ス
の
死
を
悼
ん
で

い
た
と
こ
ろ
を
前
夫
の
ス
パ
ル
タ

王
メ
ネ
ラ
オ
ス
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
。
い
っ
た
ん
は
殺
そ
う
と
剣

を
振
り
上
げ
て
は
み
た
が
、
あ
ま
り

の
美
貌
に
手
を
下
す
こ
と
が
で
き

ず
、
再
び
自
分
の
妻
と
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

か
く
し
て
栄
華
を
誇
っ
た
ト
ロ
イ

ア
は
滅
び
た
。
街
は
ギ
リ
シ
ャ
軍
に

よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
、
焦
土
と
化
し

た
（
図
３
）。
男
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
皆

殺
し
に
さ
れ
、
女
や
子
ど
も
た
ち
は

奴
隷
と
す
べ
く
捕
ら
え
ら
れ
た
。
王

族
の
一
人
ア
エ
ネ
イ
ア
ス
の
一
家
は
、

辛
う
じ
て
脱
出
に
成
功
し
た
。
彼
ら

は
イ
タ
リ
ア
半
島
ま
で
逃
げ
延
び
て
、

後
に
ロ
ー
マ
建
国
の
祖
と
な
る
宿
命

で
神
々
に
守
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
勝
利
を
収
め
た
ギ
リ
シ
ャ

軍
は
、
略
奪
し
た
大
量
の
財
宝
、
捕

虜
と
し
た
女
性
や
子
ど
も
た
ち
と
い

っ
た
「
戦
利
品
」
を
山
の
よ
う
に
積

み
込
ん
で
母
国
へ
凱
旋
の
途
に
つ
く

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
犯

し
た
数
々
の
残
虐
行
為
や
冒
涜
瀆
行

為
を
、
神
々
が
見
逃
し
て
く
れ
る
は

ず
も
な
か
っ
た
。 

（
笠
原 

浩
）

Campus Today� No. 423, April 1, 2019／page 2

名
画
で
楽
し
む
ギ
リ
シ
ア
神
話
〈
24
〉

ト
ロ
イ
ア
戦
争
⑥

図 1 Jules Joseph Lefebure：老王プリアモスの死

図 2 神殿で凌辱されるカッサンドラ（ボンベイの壁画から） 図 3 Johan Georg Trautmann：炎上するトロイア

長野県歯科インプラントネットワーク・ミーティング

4 期生・愛知学院大学の村上 弘教授を招き市民公開講座

　

長
野
県
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
第
７
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
３
月
10
日
（
日
）、
松
本
市
の
信
毎

メ
デ
ィ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
本
学
病
院
の

歯科医師国家試験合格発表

新卒合格者数 69 人と健闘
大幅増加で全国第 6 位 !

　

３
月
18
日
（
月
）、
厚
生
労
働
省

は
、
第
１
１
２
回
歯
科
医
師
国
家
試

験
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。
本
学
の

新
卒
受
験
者
は
91
人
中
69
人
が
合
格

し
、
合
格
者
数
が
大
幅
に
増
加
。
全

国
29
歯
科
大
学
・
歯
学
部
の
中
で
第

６
位
だ
っ
た
。
本
学
の
新
卒
合
格
者

が
60
人
を
越
え
た
の
は
２
０
０
３
年

以
来
13
年
ぶ
り
で
、
新
卒
合
格
率
は

75
・
８
％
で
昨
年
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ

っ
た
。
新
卒
・
既
卒
を
合
わ
せ
た
合

格
者
数
は
87
人
と
健
闘
し
た
。

　

今
回
の
総
出
願
者
数
は
３
７
２
３

人
で
あ
り
、
実
際
の
総
受
験
者
数
は

３
２
３
２
人
で
あ
っ
た
。
未
受
験
者

は
４
９
１
人
で
、
各
大
学
に
お
い
て

国
家
試
験
受
験
者
を
昨
年
同
様
に
厳

し
く
絞
っ
て
い
る
現
状
。
総
合
格
者

数
は
昨
年
よ
り
20
人
多
い
２
０
５
９

人
で
、
合
格
率
は
63
・
７
％
を
示
し
、

昨
年
比
で
０・８
％
低
か
っ
た
。

　

今
回
の
試
験
は
必
修
問
題
80
題
中

９
問
の
採
点
除
外
な
ど
の
取
り
扱
い

が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
お
よ
び
臨

床
実
地
問
題
で
４
問
が
採
点
除
外
問

題
と
な
っ
た
。
特
徴
と
し
て
、
必
修

問
題
、
歯
科
矯
正
学
お
よ
び
歯
科
補

綴
学
の
分
野
に
お
け
る
難
易
度
が
か

な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。将
来
的
に
、

合
格
の
ハ
ー
ド
ル
は
さ
ら
に
高
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

本
学
の
建
学
の
理
念
に
基
づ
く
信

頼
さ
れ
る
歯
科
医
療
人
お
よ
び
研
究

者
の
育
成
の
た
め
に
は
、
国
家
試
験

の
合
格
は
単
な
る
通
過
点
で
し
か
な

い
。
今
後
、
職
員
と
学
生
が
協
調
し

て
歩
む
６
年
間
の
教
育
・
研
究
・
診

療
体
制
の
整
備
が
必
須
で
あ
り
、
ま

す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

（
歯
学
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
腔
生
化
学
講
座　

教
授　

宇
田
川
信
之
） 第６学年の総合講義

植
田
章
夫
特
任
教
授
が
代
表
世
話
人

と
な
り
、
本
学
教
授
ら
が
世
話
人
に

名
を
連
ね
て
、
安
全
・
安
心
・
確
実

な
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
推
進
、

提
供
す
る
た
め
に
２
０
１
３
年
２
月

24
日
に
発
足
し
た
。
毎
年
、
歯
科
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
携
わ
る
県
内
の

歯
科
医
療
関
係
者
が
集
ま
り
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
に
関
す
る
知
識
や
臨

床
技
術
の
修
得
向
上
を
図
る
た
め
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
て
い
る
。

　

今
回
は
、
本
学
４
期
生
で
愛
知
学

院
大
学
歯
学
部
高
齢
者
歯
科
学
講
座

口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
の
村
上 

弘
教

授
を
招
い
て
市
民
公
開
講
座
が
行
わ

れ
た
。
村
上
教
授
は
「
超
高
齢
社
会

の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
光
と
影
」

と
題
し
て
講
演
し
、「
歯
が
ほ
と
ん
ど

な
く
義
歯
未
使
用
の
人
は
、
20
歯
以

上
を
有
す
る
人
と
比
較
し
て
１
・
85

倍
も
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
が
、
義
歯
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

な
ど
で
噛
み
合
わ
せ
を
回
復
す
る
こ

と
で
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
を
抑

制
で
き
ま
す
」
と
話
し
、
超
高
齢
社

会
を
生
き
て
い
く
う
え
で
自
分
の
歯

を
守
り
健
康
寿
命
延
伸
に
寄
与
す
る

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
有
効
性
を
説
い
た
。

　

治
療
の
留
意
点
と
し
て
は
、
患
者

が
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
リ
コ
ー
ル
中
に

高
齢
化
す
る
ケ
ー
ス
や
内
科
的
リ
ス

ク
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
患
者

の
口
腔
内
状
況
や
年
齢
的
ス
テ
ー
ジ

の
変
化
を
予
測
し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
最
後
に
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

は
噛
み
合
わ
せ
回
復
の
た
め
の
一
つ

の
ツ
ー
ル
。施
術
終
了
時
か
ら
10
年
、

20
年
と
使
う
の
で
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
最
も
重
要
で
す
」と
総
括
し
た
。

　

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
は
本
学
の
歯
科

補
綴
学
講
座
・
黒
岩
昭
弘
教
授
、
歯

科
保
存
学
講
座
・
吉
成
伸
夫
教
授
ら

が
座
長
と
な
っ
て
進
行
。「
今
さ
ら

聞
け
な
い
補
綴
処
置
・
メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
歯
科
補

綴
学
講
座
の
中
本
哲
自
教
授
が
補
綴

物
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
、
固
定
方
法
、

咬
合
の
付
与
の
仕
方
な
ど
を
解
説
し

た
。
歯
科
保
存
学
講
座
の
石
原
裕
一

教
授
は
最
終
補
綴
物
装
着
後
の
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
間
隔
と
方
法
に
つ
い

て
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
周
囲
炎
の
処
置

と
対
策
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。

講演した村上教授と座長の植田特任教授

31
人
の
臨
床
研
修
歯
科
医
に
修
了
証
を
授
与

臨
床
研
修
歯
科
医
修
了
証
授
与
式

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

２
０
１
８
年
度
松
本
歯
科
大
学
病

院
臨
床
研
修
歯
科
医
の
研
修
修
了
証

授
与
式
が
３
月
25
日
（
月
）、
本
学

図
書
会
館
学
生
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、

矢
ヶ
﨑 

裕
病
院
統
括
か
ら
31
人
の
臨

床
研
修
歯
科
医
に
修
了
証
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
川
村 

仁
歯
科
病
院

長
は
「
病
気
を
持
つ
患
者
さ
ん
へ
寄

り
添
い
、
口
腔
だ
け
で
な
く
全
身
の

健
康
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
歯

科
医
を
代
表
し
て
加
藤
華
子
研
修
歯

科
医
は
、「
お
世
話
に
な
っ
た
指
導

歯
科
医
の
先
生
方
、
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
、
治
療
を
担
当
し
た
患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
か
ら
の
感
謝
を
忘
れ

ず
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

研
修
を
修
了
し
た
研
修
歯
科
医
は
、

大
学
病
院
で
の
勤
務
を
継
続
す
る
者

や
、
他
の
歯
科
医
院
で
勤
務
す
る
者

な
ど
、
本
格
的
に
社
会
に
お
け
る
歯 感謝の言葉を述べる加藤研修歯科医

　

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
、
ガ
イ
ド

付
き
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
企
画
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
仕

事
を
請
け
負
っ
た
。

　

宿
泊
地
周
辺
の
自
然
や
日
本
文
化

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
現
地
調

査
を
行
い
、
最
適
な
ル
ー
ト
を
考
え

た
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
目
線
で
ル
ー
ト

を
つ
な
ぐ
と
、
走
り
や
す
さ
が
最
優

先
に
な
る
。

　

走
り
や
す
さ
と
は
信
号
や
自
動
車

の
交
通
量
が
少
な
く
、
安
全
で
景
色

が
良
い
な
ど
に
な
っ
て
く
る
の
だ

が
、
今
回
の
企
画
で
は
日
本
文
化
を

体
感
し
て
も
ら
う
と
い
う
、
別
の
目

的
も
あ
る
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
を
考
え
る

う
え
で
、
各
地
の
史
跡
や
ロ
ー
カ
ル

フ
ー
ド
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
そ

の
土
地
の
植
生
も
調
べ
て
み
た
。
外

国
で
自
然
の
中
に
立
ち
入
る
と
、
樹

木
が
違
う
だ
け
で
随
分
と
雰
囲
気
が

変
わ
る
と
感
じ
る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
桜
。
日
本
の
国
花
は
、
公

式
に
定
め
は
な
い
も
の
の
桜
と
菊
が

一
般
的
と
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
が

持
つ
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

菊
よ
り
「sakura

」
の
ほ
う
が
よ

り
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
る
だ
ろ
う
。

桜
が
ど
こ
に
生
え
て
い
る
の
か
は
も

ち
ろ
ん
、
品
種
ご
と
に
異
な
る
咲
く

時
期
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

山
に
入
れ
ば
、
樹
齢
百
年
以
上
の

樹
木
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
面

白
い
。
県
木
で
い
え
ば
白
樺
。
白
樺

林
を
見
つ
け
る
と
嬉
し
く
な
る
。
ほ

か
に
長
野
県
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
県

鳥
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
県
獣
カ
モ
シ
カ
、

県
花
リ
ン
ド
ウ
な
ど
も
あ
る
が
、
ラ

イ
チ
ョ
ウ
や
カ
モ
シ
カ
な
ど
を
目
に

す
る
可
能
性
は
低
い
。
リ
ン
ド
ウ
は

秋
の
見
ご
ろ
前
の
夏
ま
で
に
は
見
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
を
把
握
し
て
お

き
た
い
。 

（
次
号
へ
続
く
）

科
医
療
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。本
学
病
院
に
て
培
っ
た「
患

者
の
全
身
状
態
を
俯
瞰
で
き
る
１
口

腔
単
位
歯
科
診
療
」
を
継
続
す
る
こ

と
を
祈
願
し
、
さ
ら
に
歯
科
医
療
人

と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

校
友
の
先
生
の
下
で
医
療
に
従
事
す

る
機
会
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
ぜ
ひ
温
か
い
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
研
修
管
理
委
員
会 

プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅰ
責
任
者　
　
　
　
　

総
合
口
腔
診
療
部
門　

教
授　
　
　
　
　
　
　

音
琴
淳
一
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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第 5 学年 共用試験 Post-CC OSCE 一斉技能試験トライアル

臨床実習で培った治療技術を評価する
病院だより vol.1

シリーズ診療部門紹介③

眼　科

病院だより vol.9
　

２
０
０
８
年
４
月
の
松
本
歯
科
大

学
新
病
院
開
設
時
に
、
内
科
と
眼
科

に
よ
り
医
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
学
病
院
」
と
し
て
の
専
門
・
高

度
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に

信
州
大
学
か
ら
３
人
の
眼
科
専
門
医

が
着
任
し
ま
し
た
。
現
在
は
数
名
の

非
常
勤
の
先
生
に
補
助
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は 

“
失
明
”
に
直
結
す
る

網
膜
剥
離
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
黄
斑

円
孔
な
ど
の
“
網
膜
疾
患
”
に
対
す

る
硝
子
体
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す

（
年
に
80
～
１
０
０
件
。
他
２
２
０

～
２
５
０
件
は
白
内
障
手
術
）。
硝

子
体
手
術
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関

は
、
中
南
信
地
区
で
は
他
は
信
州
大

学
病
院
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
内
科
・

外
科
な
ら
信
州
大
学
以
外
に
も
相
澤

病
院
や
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
眼
科
は
信
州
大

学
と
当
院
だ
け
で
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
中
途
失
明
疾
患
原

因
第
３
位
の
加
齢
黄
斑
変
性
に
対
す

る
眼
内
注
射
の
症
例
が
激
増
し
て
お

り
（
昨
年
は
８
０
０
余
件
）、
県
内

で
は
信
州
大
学
に
次
ぐ
症
例
数
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
信
州
大
学
眼
科
に

は
大
学
院
生
含
め
20
人
近
く
の
医
師

が
い
ま
す
が
、
当
科
で
は
常
勤
３
、

４
人
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
中
途
失
明
３
大
疾
患
は
、 

緑
内

障
・
糖
尿
病
網
膜
症
・
加
齢
黄
斑
変

性
で
す
。

　

当
科
に
は
塩
尻
・
松
本
は
も
ち
ろ

ん
、
岡
谷・諏
訪・茅
野
、
辰
野・伊
那・

駒
ヶ
根
の
医
療
機
関
か
ら
「
失
明
し

う
る
」
眼
科
患
者
の
紹
介
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
網
膜
疾
患
患
者
の
診

察
に
は
精
密
検
査
が
多
く
な
り
、
外

来
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
手
術
や
眼
内
注
射
の
治
療
行

為
に
よ
り
失
明
が
起
き
う
る
の
で
、

十
分
な
説
明
も
必
要
と
な
り
、
さ
ら

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
紹
介
患
者

に
加
え
、
紹
介
の
な
い
患
者
数
も
増

え
続
け
て
い
る
一
方
、
医
師
数
・
検

査
員
数
が
減
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

の
患
者
受
け
入
れ
は
難
し
い
現
状
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

失
明
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
大
学
病

院
と
し
て
専
門
医
療
を
行
う
こ
と
が

医
師
の
務
め
と
信
じ
て
、
診
察
し
て

お
り
ま
す
。
少
な
い
眼
科
医
師
数
で

対
応
し
て
お
り
、
軽
症
な
疾
患
や
治

療
後
は
紹
介
元
の
病
医
院
へ
戻
す
と

い
う
病
診
連
携
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
眼
科
学　

教
授　

太
田
浩
一
）

　

２
０
１
８
年
度
歯
学
系
臨
床
実
習
後
臨
床
能
力
試
験
（Post Clinical Clerkship 

OSCE; Post-CC OSCE

）
の
一
斉
技
能
試
験
ト
ラ
イ
ア
ル
が
２
月
22
日
（
金
）
に

本
学
実
習
館
１
０
１
実
習
室
に
て
実
施
さ
れ
た
。
学
生
の
臨
床
能
力
を
包
括
的
に
評

価
す
る
試
験
で
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
前
の
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
、
第
５

学
年
67
人
（
留
学
生
16
人
を
含
む
）
が
受
験
し
た
。

　

歯
学
系
臨
床
実
習
後
臨
床
能
力
試

験
は
、
医
療
系
大
学
間
共
用
試
験
実

施
評
価
機
構
よ
り
モ
ニ
タ
ー
１
人
が

派
遣
さ
れ
、
ま
た
本
学
か
ら
総
勢
45

人
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
も
と
で
厳
正

に
行
わ
れ
た
。Post-CC OSCE

の

目
的
は
、
学
生
の
臨
床
能
力
（
知
識・

態
度・技
能
）を
評
価
す
る
た
め
に「
一

斉
技
能
試
験
」
と
「
臨
床
実
地
試
験
」

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
行
う
こ
と
で
、

学
生
の
臨
床
能
力
を
包
括
的
に
評
価

す
る
こ
と
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
度

よ
り
全
国
の
歯
科
大
学
・
歯
学
部
で

本
格
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

前
者
で
は
、
歯
学
部
学
生
が
臨
床

実
習
終
了
時
に
歯
科
医
師
に
求
め
ら

れ
る
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
備
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、

複
数
の
疾
患
を
再
現
し
た
統
合
型
共

通
模
型
を
用
い
て
学
生
の
治
療
技
術

（
う
蝕
治
療
・
根
管
治
療
・
歯
周
治
療
・

歯
冠
補
綴
治
療
）
を
評
価
し
、
後
者

で
は
、
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
現

場
に
お
い
て
主
に
診
療
態
度
・
知
識

を
中
心
に
学
生
を
評
価
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
、Post-CC OSCE

一
斉

技
能
試
験
ト
ラ
イ
ア
ル
を
担
当
し
て

目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
緊
張
感

を
漂
わ
せ
な
が
ら
各
課
題
に
取
り
組

ん
だ
学
生
の
眼
差
し
は
真
剣
そ
の
も

の
で
、
表
情
が
生
き
生
き
と
し
て
い

た
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
「
自
験
」
す

る
こ
と
が
歯
科
臨
床
に
興
味
を
持
た

せ
、「
自
験
」
す
る
こ
と
で
技
術
向

上
へ
つ
な
が
る
、
と
強
く
感
じ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
学
に
お
け
る
今

後
の
模
型
実
習
な
ら
び
に
診
療
参
加

型
臨
床
実
習
の
充
実
に
向
け
、
模
型

実
習
で
の
教
育
内
容
か
ら
診
療
参
加

型
臨
床
実
習
へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移

行
お
よ
び
模
型
実
習
・
臨
床
実
習
の

改
編
・
改
善
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

Post-CC OSCE

一
斉
技
能
試

験
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
に
際
し
、
春
休

み
返
上
で
受
験
し
た
第
５
学
年
生
を

は
じ
め
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
本
学
職
員
、
最
後
に
第
５
学
年

生
保
護
者
各
位
か
ら
ご
協
力
な
ら
び

に
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（Post-CC OSCE

ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
責
任
者

歯
科
補
綴
学
講
座　

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥
弘
毅
）

第
23
回
口
腔
顔
面
神
経
機
能
学
会
総
会
・
学
術
大
会

歯
科
麻
酔
学
講
座
・
澁
谷 

徹
教
授
を
大
会
長
に
本
学
で
開
催

　

第
23
回
口
腔
顔
面
神
経
機
能
学
会

総
会
・
学
術
大
会
は
、
歯
科
麻
酔
学

講
座
・
澁
谷 

徹
教
授
が
大
会
長
を

務
め
、
同
講
座
の
谷
山
貴
一
講
師
が

準
備
委
員
長
と
な
っ
て
３
月
９
日

（
土
）・
10
日
（
日
）
の
両
日
、
本
学

図
書
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
会
は
、
１
９
９
７
年
に
口
唇

麻
痺
研
究
会
と
し
て
発
足
し
、
２
０

０
１
年
に
口
腔
顔
面
神
経
機
能
学
会

と
改
称
。
口
腔
顔
面
領
域
の
神
経
機

能
障
害
の
病
態
解
明
や
治
療
法
開
発

な
ど
を
通
じ
て
、
国
民
の
健
康
と
福

祉
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

神
経
損
傷
に
伴
う
神
経
麻
痺
で
は
、

単
に
痺
れ
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、

神
経
障
害
性
疼
痛
へ
と
移
行
す
る
場

合
も
あ
る
。
そ
こ
で
特
別
講
演
で
は
、

本
学
口
腔
解
剖
学
講
座
の
金
銅
英
二

教
授
が
「
顎
顔
面
領
域
に
お
け
る
神

経
障
害
性
疼
痛
の
分
子
基
盤
」
と
題

し
て
講
演
し
、
神
経
障
害
性
疼
痛
モ

デ
ル
動
物
や
ヒ
ト
を
用
い
た
研
究
結

果
を
発
表
し
た
。
ラ
ッ
ト
の
三
叉
神

経
節
内
に
お
け
る
神
経
細
胞
の
立
体

構
築
や
、
熱
刺
激
や
辛
味
刺
激
に
対

す
る
ヒ
ト
の
感
度
個
人
差
と
Ｔ
Ｒ
Ｐ

Ｖ
１
の
塩
基
配
列
の
関
連
性
に
つ
い

て
、
解
析
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
脳
梗
塞
な
ら
び
に
硬
膜
下
血

腫
の
除
去
術
を
経
た
患
者
が
神
経
障

害
性
疼
痛
を
発
症
し
た
症
例
を
紹
介

し
、
プ
レ
ガ
バ
リ
ン
内
服
投
与
に
よ

っ
て
顎
顔
面
領
域
の
疼
痛
は
消
失
し

た
が
口
腔
の
違
和
感
は
改
善
で
き
な

か
っ
た
経
緯
を
詳
述
し
た
。

　

10
日
に
は
、「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
、
下
顎
智
歯
抜
去
の
神
経
障
害
を

防
ぐ
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
さ
れ
、
本

学
病
院
特
別
専
門
口
腔
診
療
部
門
の

八
上
公
利
教
授
が
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
手
術
に
よ
る
神
経
障
害
の
原
因
と

対
策
に
つ
い
て
、
口
腔
顎
顔
面
外
科

学
講
座
の
芳
澤
享
子
教
授
が
下
顎
智

歯
抜
歯
後
の
知
覚
異
常
リ
ス
ク
を
パ

ノ
ラ
マ
Ｘ
線
写
真
で
予
測
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解

説
し
た
。

　

本
学
術
大
会
に
は
約
70
人
の
会
員

が
参
加
し
、
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な

景
観
を
堪
能
し
な
が
ら
、
痛
み
に
つ

い
て
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

4 月 28 日（日）開催
第30回日本医学会総会で

内科学・川 茂幸特任教授が講演

第
６
学
年 

渡
邊
佑
平
君

日
本
小
児
歯
科
学
会
学
部
学
生
優
秀
賞
を
受
賞

　

来
る
４
月
28
日
（
日
）、
名
古
屋

国
際
会
議
場
を
主
に
開
催
さ
れ
る

「
第
30
回
日
本
医
学
会
総
会
」
に
お

い
て
、
本
学
の
川 

茂
幸
教
授
（
内

科
学
特
任
）
が
講
演
し
ま
す
。

　
「
日
本
医
学
会
」
は
、
日
本
の
医

学
研
究
、
医
療
の
向
上
を
目
指
し
て

医
学
関
連
学
会
（
１
２
９
分
科
会
）

を
束
ね
る
一
大
組
織
で
す
。
１
９
０

２
（
明
治
35
）
年
の
創
設
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
お
お
む
ね
４
年
間
隔

で
総
会
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
川
口
淳

一
郎
教
授
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の

天
野 

浩
教
授
、
山
中
伸
弥
教
授
、
本

庶 

佑
教
授
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る

研
究
者
の
特
別
講
演
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
錚
錚
た
る
講
演
者

の
中
で
、
川
教
授
は
「IgG4

関
連
疾

患
の
診
断
と
治
療
：
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

　

IgG4

関
連
疾
患
と
は
、
自
己
免

疫
性
膵
炎
や
ミ
ク
リ
ッ
ツ
病
な
ど
の

IgG4

が
関
連
す
る
全
身
性
の
疾
患

で
、
川
教
授
に
よ
っ
て
、
２
０
０
１

年
の
「The New England Jour-

nal of M
edicine

」
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
特
に
２
０
１
１
年
以
降

に
、
本
疾
患
概
念
は
急
速
に
世
界
中

に
広
ま
り
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り

検
討
さ
れ
、
最
近
で
は
膵
臓
だ
け
で

な
く
涙
腺
、
唾
液
腺
、
甲
状
腺
、
後

腹
膜
、
腎
臓
、
胆
道
、
肺
、
リ
ン
パ

節
な
ど
の
全
身
諸
臓
器
に
も
病
変
が

生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
中
で
もIgG4

関
連
唾
液

腺
炎
は
本
学
と
も
関
連
し
、
現
在
、

九
州
大
学
の
中
村
誠
司
教
授
の
グ
ル

ー
プ
を
中
心
に
精
力
的
に
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
日
本
の
研
究

者
が
大
き
く
貢
献
し
た
研
究
領
域
の

一
つ
と
し
て
、
川
教
授
の
「IgG4

関

連
疾
患
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
川
教

授
は
、IgG4

関
連
疾
患
の
診
断
、
治

療
に
つ
い
て
最
新
の
知
見
を
講
演
さ

れ
ま
す
。

（
公
衆
衛
生
学
講
座　

教
授　

川
原
一
郎
）

　

公
益
社
団
法
人
小
児
歯
科
学
会
で

は
、
学
業
お
よ
び
臨
床
成
績
が
優
秀

で
あ
り
小
児
歯
科
学
へ
高

い
意
気
込
み
を
持
っ
た
学

部
学
生
対
象
者
に
対
し
、

「
日
本
小
児
歯
科
学
会
学

部
学
生
優
秀
賞
」
を
新
設

し
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
本
学
か
ら
、

第
６
学
年
の
渡
邊
佑
平
君

が
日
本
小
児
歯
科
学
会
学
生
優
秀
賞

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
渡
邊
君

は
在
学
中
の
学
業
が
優
秀
で
、
特
に

小
児
歯
科
学
の
成
績
が
極
め
て
優
秀

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
推
薦
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
優
秀
者
は
、
そ
の
学

業
や
臨
床
態
度
・
技
能
・
知
識
が
周

囲
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ

ら
に
こ
の
日
本
小
児
歯
科
学
会
学
部

学
生
優
秀
賞
が
今
後
の
小
児
歯
科
学

分
野
の
臨
床
や
研
究
に
邁
進
さ
れ
る

こ
と
も
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

渡
邊
君
は
、
４
月
よ
り
松
本
歯
科

大
学
病
院
に
お
い
て
歯
科
医
師
臨
床

研
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
小
児
歯
科
学
講
座　

教
授　

大
須
賀
直
人
）

受賞した渡邊君（左）と大須賀教授

川 特任教授

手術中の筆者

網膜疾患を診断する光干渉断層計と超広角走査レーザー検眼鏡

模型を用いた課題に取り組む第５学年生

特別講演の金銅教授（左）に感謝状を贈る澁谷大会長

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•



Campus Today� No. 423, April 1, 2019／page 4

２
日
㈫

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
１
学
年
）

４
日
㈭

　

松
本
歯
科
大
学
入
学
式

　

歯
学
部
・
大
学
院
・
衛
生
学
院

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
学
院
）

５
日
㈮

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン}

（
第
１
～
３
学
年
）

　

健
康
診
断

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衛
生
学
院
第
２・３
学
年
）

５
日
㈮
～
10
日
㈬

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
衛
生
学
院
第
１
学
年
）

13
日
㈯

　

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
１
学
年
）

17
日
㈬

　

交
通
安
全
講
習
会

20
日
㈯

　

松
濤
祭

23
日
㈫

　

献
血

24
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

長崎県支部
総会および還暦祝賀会を開催

古豊泰彦先生、佐々木賢二先生を祝う

　

昨
年
の
12
月
６
日
（
木
）、
岡
山
大

学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
・

口
腔
微
生
物
学
分
野
の
大
原
直
也
教

授
を
お
迎
え
し
、
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
近
年
再
興
感
染
症
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
結
核
菌
の

制
御
に
つ
い
て
、「
結
核
菌
の
制
御

を
目
指
し
た
葉
酸
を
中
心
と
し
た
代

謝
経
路
の
解
析
」
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
さ
れ
た
。

　

大
原
教
授
は
長
崎
大
学
歯
学
部
を

ご
卒
業
後
、
山
田 
毅
教
授
（
現
在
長

崎
大
学
名
誉
教
授
）
の
下
で
結
核
菌

の
研
究
を
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
数
々

の
結
核
菌
の
病
原
因
子
に
関
す
る
業

績
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
た
。

　

大
原
教
授
は
現
在
、
抗
酸
菌
研
究

会
の
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
、
日
本

の
抗
酸
菌
研
究
の
草
分
け
的
存
在
で

あ
る
。

　

講
演
は
結
核
菌
の
薬
剤
耐
性
に
関

す
る
研
究
の
ひ
と
つ
、
結
核
菌
の
古

典
的
抗
結
核
薬
パ
ラ
ア
ミ
ノ
サ
リ
チ

ル
酸
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
耐
性
機
序
に
関
す

る
も
の
で
り
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ａ
Ｓ
耐

性
機
序
は
長
い
こ
と
不
明
で
あ
っ
た

が
、
今
回
、
大
原
教
授
ら
は
葉
酸
に

関
す
る
代
謝
経
路
か
ら
Ｐ
Ａ
Ｓ
耐
性

機
序
の
ひ
と
つ
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

Ｐ
Ａ
Ｓ
は
葉
酸
代
謝
系
に
必
須
の

パ
ラ
ア
ミ
ノ
安
息
香
酸
の
代
わ
り
に

葉
酸
代
謝
系
に
取
り
込
ま
れ
る
が
、

そ
の
途
中
の
酵
素
が
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
代
謝

産
物
を
利
用
で
き
な
い
た
め
抗
菌
効

果
を
示
す
。
葉
酸
代
謝
経
路
は
チ
ミ

ジ
ル
酸
や
プ
リ
ン
の
合
成
、
グ
リ
シ

大学院セミナー
岡
山
大
学
・
大
原
直
也
教
授
が
講
演

「
結
核
菌
の
制
御
を
目
指
し
た

葉
酸
を
中
心
と
し
た
代
謝
経
路
の
解
析
」

セミナーにお迎えした大原先生

〔
採
用
〕　　
　

２
月
25
日
付

　

丸
山　

由
美 

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

　
　
　
　
　
　

３
月
1
日
付

　

丸
山　

安
紀 

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

　

矢
下　

菊
江 

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
事
務
員
（
派
遣
職
員
））

〔
契
約
満
了
〕　

２
月
28
日
付

　

後
藤
田
善
士 

（
研
修
歯
科
医
）

〔
退
職
〕　　
　

２
月
28
日
付

　

小
林　

照
幸 

（
診
療
助
手
（
常
勤
職
員
））

〔
定
年
退
職
〕　

３
月
31
日
付

　

川
上　

敏
行 （

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
合
歯
科
医
学
研
究
所
硬
組
織
疾
患
制
御
再
建
学
部
門
））

　

飯
島　

悦
子 

（
事
務
局
経
理
室
係
長
補
佐
）

　

中
島　

靖
子 

（
事
務
局
大
学
病
院
事
務
室
副
主
査
）

　

汲
田　
　

健 

（
歯
科
技
工
士
室
歯
科
技
工
士
主
任
）

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

一 日 体 験 入 学
① 5月19日㈰

② 6月30日㈰
※ 5、6月開催分のみ掲載

開催時間 9：40 ～ 15：00（受付 9：15 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明・進学相談　など
※ 参加希望の方は、本学ホームページまたは電話にて

お申し込みください。

■お問い合わせ■

www.mdu.ac.jp

シンガーソングライターの井上苑子さん

第
34
回
松 

し
ょ
う
 
と
う
 濤

祭
を
４
月
20
日
に
開
催

テ
ー
マ
は
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
」

　

３
月
９
日
（
土
）、
曽
我
菜
穂
子

先
生
（
３
期
生
）
を
は
じ
め
10
人
が

集
ま
り
、
長
崎
県
支
部
総
会
が
佐
世

保
市「
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
花
の
れ
ん
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
支
部
長
の
古
豊
泰
彦
先

生
（
７
期
生
）
よ
り
、
大
学
お
よ
び

校
友
会
の
現
状
報
告
が
あ
り
、
あ
わ

せ
て
、
古
豊
先
生
、
佐
々
木
賢
二
先

ン
な
ど
の
代
謝
に
密
に
関
係
す
る
。

そ
こ
で
、
チ
ミ
ジ
ル
酸
合
成
酵
素
の

遺
伝
子
破
壊
株
や
過
剰
発
現
株
を
作

製
・
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
抗
酸

菌
に
特
徴
的
な
チ
ミ
ジ
ル
酸
合
成
酵

素
経
路
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
Ｐ
Ａ
Ｓ

耐
性
の
一
機
序
で
あ
る
こ
と
を
分
か

り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

　

講
演
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、
結
核
菌
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
耐
性
機
序

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

結
核
は
現
在
多
く
の
関
心
を
集
め

て
い
る
こ
と
か
ら
大
勢
の
先
生
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
非
常
に
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

（
口
腔
細
菌
学
講
座　

教
授　

吉
田
明
弘
）

味の種類が豊富な栄養補助食品

　

本
館
北
棟
ラ
ウ
ン
ジ
の
ビ
ー
ン
ズ

カ
フ
ェ
３
号
店
で
は
、
噛
む
こ
と
や

飲
み
込
む
こ
と
の
機
能
が
低
下
し
て

い
る
患
者
さ
ん
に
向
け
て
、
栄
養
補

助
食
品
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　

患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
、

抜
歯
や
口
内
炎
、
口
腔
内
手
術
な
ど

で
食
事
が
噛
め
な
い
、
飲
み
込
め
な

い
場
合
の
栄
養
補
給
と
し
て
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
か
？ 
ま
た
、
ど

こ
で
購
入
で
き
る
の
か
？ 
と
の
問

い
合
わ
せ
が
こ
れ
ま
で
に
多
数
あ

り
、
大
学
病
院
の
売
店
と
し
て
３
月

４
日
（
月
）
か
ら
、
プ
リ
ン
や
水
分

補
給
飲
料
な
ど
、
や
わ
ら
か
く
て
飲

み
込
み
や
す
い
栄
養
補
助
食
品
を
取

り
揃
え
て
い
る
。

　

タ
ン
パ
ク
質
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補

給
す
る
嚥
下
困
難
者
用
の
ゼ
リ
ー
を

は
じ
め
、
食
事
が
十
分
に
摂
れ
な
い

人
の
栄
養
摂
取
に
最
適
な
プ
リ
ン
、

ゼ
リ
ー
、
飲
料
、
不
足
し
が
ち
な
鉄

分
と
亜
鉛
が
補
え
る
ミ
ニ
サ
イ
ズ
の

飲
料
な
ど
、い
ず
れ
も
食
べ
や
す
さ
、

飲
み
や
す
さ
が
配
慮
さ
れ
て
い
て
、

高
栄
養
で
味
の
種
類
も
豊
富
。

　

本
病
院
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く

外
部
の
方
も
ビ
ー
ン
ズ
カ
フ
ェ
３
号

店
で
気
軽
に
購
入
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
豊
富
な
品
揃
え
を
考

え
て
い
る
。

摂
食
機
能
が
低
下
し
た
人
の
た
め
の
栄
養
補
助
食
品
を
販
売

ビ
ー
ン
ズ
カ
フ
ェ
３
号
店

生
（
７
期
生
）
の
還
暦
の
お
祝
い
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
長
崎
県
支
部
を
引

っ
張
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
お
二
人

の
先
生
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
皆
で

祈
念
し
、
学
生
時
代
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
盛
会
の
う
ち

に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
（
土
）
に
は
、
九
州
人

会
の
同
窓
会
が
長
崎
県
の
主
管
に
て

長
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

長
崎
に
は
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
」、「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
の
２
つ

世
界
遺
産
が
あ
り
、
観
光
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
九
州
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
当
地
で
お
会
い
で
き
ま
す
こ

と
を
、
長
崎
県
支
部
会
員
一
同
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
長
崎
県
支
部　

35
期
生　

脊
川　

敦
）

　

大
学
祭
は
近
年
、
観
桜
会
と
同
日

開
催
し
て
き
た
が
、
２
０
１
９
年
度

の
第
34
回
松
濤
祭
は「Connecting

」

を
テ
ー
マ
と
し
て
４
月
20
日
（
土
）

に
単
独
開
催
す
る
。

　

近
隣
住
民
の
方
々
と
つ
な
が
る

（Connect

）
こ
と
で
絆
を
深
め
、

社
会
貢
献
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

各
部
活
や
留
学
生
に
よ
る
模
擬
店

や
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
賛
に
よ
る
Ｍ

Ｄ
Ｕ
ス
マ
イ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
、
衛
生
学
院
生
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
体
験
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
女
子
中

高
生
を
中
心
に
絶
大
な
人
気
を
誇

る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
・
井
上
苑

子
さ
ん
が
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
を
披
露
す

る
。
さ
ら
に
手
相
占

い
で
人
気
を
博
す
長

野
県
出
身
の
タ
レ
ン

ト
・
島
田
秀
平
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
軽
妙
な
手
相
ト

ー
ク
で
松
濤
祭
を
盛
り
上
げ
る
。
こ

の
ほ
か
に
も
松
本
蟻
ヶ
崎
高
等
学
校

書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
マ
ジ
ッ
ク
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な

　

学
生
食
堂（
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
）は
、

３
月
25
日
（
月
）
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
そ
ば
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　

新
し
い
そ
ば
麺
は
、
松
本
市
に
本

社
を
置
く
キ
ッ
セ
イ
商
事
株
式
会
社

の
『
信
州
更
科
乱
切
り
そ
ば
』。
更

科
粉
を
使
用
し
た
上
品
な
白
い
麺

で
、
同
社
の
澤
志
庵
製
麺
所
（
塩
尻

市
）
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ

て
そ
ば
つ
ゆ
も
こ
れ
ま
で
と
は
一
新

し
た
。
昆
布
を
ベ
ー
ス
と
し
た
学
生

食
堂
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
、
新
し

い
麺
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
試
作
を
重

ね
て
甘
み
や
濃
さ
を
調
整
し
た
。
ま

た
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
に
は
新

た
に『
に
し
ん
』が
加
わ
っ
た
。『
か

き
あ
げ
』
は
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
質
の
本

格
的
な
も
の
と
な
り
、
通
常
サ
イ
ズ

の
ほ
か
大
き
い
サ
イ
ズ
が
選
択
可
能

と
な
っ
た
。

　

そ
ば
つ
ゆ
の
開
発
に
携
わ
っ
た
日

本
ス
コ
ラ
株
式
会
社
の
渡
辺
孝
貴
シ

ェ
フ
は
、「
皆
さ
ま
に
長
く
愛
さ
れ

る
よ
う
な
そ
ば
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。

リニューアルしたメニュー

還暦を迎えた古豊先生（前列中央）・佐々木先生（右隣）

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News

手相芸人の島田秀平さん

ど
の
大
道
芸
、
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ

バ
イ
ク
レ
ー
ス
「
し
お
じ
り
チ
ャ
リ

フ
ェ
ス
」
な
ど
多
種
の
イ
ベ
ン
ト
が

目
白
押
し
で
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め

る
。

　

実
行
委
員
長
の
町
野 

惇
君
（
第

３
学
年
）
は
、「
地
域
の
方
々
に
大
勢

お
越
し
い
た
だ
き
、
大
学
祭
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
と
と
も
に
、
本
学
が
誇
る
美
し
い

桜
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
話
す
。

学食のそば
さらに美味しく
リニューアル

実行委員長の町野君

　

本
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
は
松
濤
祭

の
開
催
に
あ
わ
せ
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

置
。
Ｍ
Ｄ
Ｕ
ス
マ
イ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
投
稿
作
品
を
募
集
す
る
な

ど
多
く
の
方
の
来
場
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

Economic News 内外の経済　3月27日付

▲

株価 東京外国為替相場と各国定期預金金利
 （3カ月物）日本 　21,378.73円

米国 　25,657.73ドル 米ドル 111.57円 0.20％▲

金地金店頭価格� （消費税込み） 英ポンド 146.82円 0.10％
売り（１グラム） 5,092円 スイスフラン 112.05円 0.01％
買い（１グラム） 5,006円 ユーロ 125.48円 0.01％▲

白金地金店頭価格�（消費税込み） タイバーツ 3.56円 0.10％
売り（１グラム） 3,409円 日本円 ——— 0.01％
買い（１グラム） 3,280円 （SMBC 信託銀行ＨＰ等より）


